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B　17 ﾊﾟこIｺﾆﾉによる円<0方雁式の膜様七
日木才大賀攻水口蔓

被　服　113

　目的　演鳶ぼ今まで、喩専な仮式が八リコニJ玄mいココニノピュー－タクつフ･｛ツワスにぷ

リ襖様化？きるこヒ左示し、こお左衣服丿二の柄ヒしマイ>i~ジ左つくり、女服上T･の評価

哉竃発表しマき乍。寸なわち、Aー7:リー、于エッ)フ柄、水玉襖裡に続きみ回は円の力乖

式左塞礎と｡し-iの彿剛ヒ右府ぐたり？、これ竃スライドによリ^tをする。

　突法　［の力救式は、　　X = k・ａ］S( P/Q・θ)　　　　　　　　　　　　（

Y＝R・哨いり/いθ）
？表わせるが、半座R、振動数％､左ﾉ､sラメータとし、尺りコリの手法左用い-J襖様化左
行い、衣月財泌又クリーンに投影して評価し右。

　結果啄くの花模様と渦巻柄左創作７･志有。半爺の変花は鍋巻形の一般式を提供し、振

動物出回卵こ花襖篠の一般式友提供する。これら左c.＆の手滅によリ細み化し衣月賦上T-餅

価す廓ぼ市場雌も判断マ1･､ざると思かおる、
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　目的　幾何啄的回野tt 鋒礼現食i; *. さく八≪K わる･<?＼"，それIS 被S6 CD a 柄にあヽいてIま着用

し*1:き，tin ″－沁jやイ，（- ジにIMS' t キ*- 3。　今回カラーシミiしーター含凧いて

善通体S. しI、仙体型i: sヽけi 痛泌<n 太1i ^ 色彩の麦仏r. っ･ヽてS p去浪ヅー対肥較ま'=よ

s イみ- ジ勧1 1 行-，た。^o結果，Ik ぶ媛It 沈明で5 I a 果左傅す=. <n で報を7 2 ．

　方法　縞柄（，白黒）の「ぷ端」　ヒ「中太.≪fe」　。「縦」, 「濤」　のワｙ ・･－ 7. t 制作，カ

ラーシミュ1- - ターで塔・色・あヽのお。「瓶」「傑」『緑』「゛雀」「責」「ピンク」「集」

（P 色r- 麦埼0計好着眼を創魚tして振服＼ 斜<n女子刄恥/zぶi6t被験着tしてs D 蔵t

- 対比較I-- ぶるISl －t -I*型9'i に行，た. s ひ或に用，ヽだ尺度はIS 尺度で各<!　ワ段笥k.した。

- ft tli絞-,£tt;「動的」「方，つTz」「‘≪p 会的」<n 3 フのイ）･，－ら^-S.2連頬・縞柄の組｡なtt に

i. り色:■'ヒI- * 索した。

　結果　5 P賑･こよZ A ，t－=ご計量。結果，縞吠ji. ヽヽまﾋ･Iま，き■; t なり, 色，・つ。"^ *

黒，。「^ふ縞J a- ，求-,i ･) , 膏。「尽編」　「中ふ泌」斌共i--哨3い，集。「太縞」は田E

的丿　一対tli 絞■;£I: お｀ヽ1 は，繊痛ft 「勣的J「老会的j , 痍紘は「大，つt=」ボ* A 8。･び，1、

粕体璽<r>共蘆イ丈－ジtしX 目± ，友. ま艮著A 体iSLIt。,W 盾体型i ･) 「明J ･ヽ」「家キ

なJ　イ<－■>" o＼-良く, /I、馳体£ li 紘・匁X 吠細い方必，色I* 「鼠J 吠普A体≪. に比べよ')

やit -! 紆X, た。


